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前回は 1968 年の春過ぎに家内の呼び寄せが実

現した頃までのことであった。

今回は二人での NY での暮らしが始まってから

のことになる。

NY の春は東京からはおおむね一か月遅れだか

ら，家内の来た 5 月はどこに行っても新緑と花が

一杯で美しかったが，週末に最初に出かけたのは

サークルラインでの観光であった。

マンハッタンの 43 番街を西に行ったところに

あるハドソン川沿いの Pier（桟橋）から出て南

下し，かつてヨーロッパ方面から船で到着した

移民の入国審査場のあった Ellis 島，その近くに

ある the Statue of Liberty（自由の女神像）の

そばを回遊してイーストリバーを北上，つり橋

で見事なブルクッリン・ブリッジの下を抜け，更

に Manhattan Bridge，Williamsburg Bridge を

抜け左手に国連ビルを見ながら更に北上，マン

ハッタンと Bronx を隔てる Harlem River を抜

けてハドソン川に戻り，NY と NJ を結ぶ George 

Washington Bridge の下を抜け，南下して出発し

た Pier に戻るもので，約 2 時間のボートでの観

光であった。現在では，Full bar も設置されてい

る一部三階席もある二階建ての大きな Cruise 船

が運航されているようだが，当時は 50 人乗り位

の屋根のない Boat であった。今，地図を見なが

らその航路をたどってみると Ellis 島と自由の女

神像の近さに改めて気付く。長い船旅を経て，自

由の国アメリカに到着した移民が入国を許される

までに島から目にした自由の女神像を通して，こ

れからのアメリカでの己の人生にどんな期待をか

けたのか。すべての米国人がそうではないものの，

移民に否定的でアメリカ・ファーストを主張する

人々のいる今の米国を思うにつけ，時代の変化を

思わざるを得ない。

回顧：海を渡って “ 半世紀前の NY 赴任 ” ⑤

西 山 慈 恩 *

* 丸紅株式会社（定年退職） J.Nishiyama 連絡先 E-Mailアドレス：jion13381008nishiyama@gmail.com



48 工 業 加 熱

食事の時間を考慮すれば，遠距離を走るプロのト

ラック運転手でもない者には，そもそも無理なも

のだと今は分かるが，当時は経験のないことから，

それを無理とも思わなかった。

住んでいた Queens 区の Fresh Meadows から，

美しい Whitestone Bridge を渡って Bronx を北上

し，ハドソン川に架かる長い Tappan Zee Bridge

を渡り，Interstate Thruway 87 番を北上する車の

中での家内との会話は，これから目にするナイア

ガラの滝への期待，中央の緑化されている緩衝地

帯を挟んで片道 3 車線という素晴らしい高速道路

でのドライブに弾んでいた。

記憶が定かでないが，昼食は Rest Area での

Haward Johonson でなかったかと思う。今はこ

の種のファミレスが色々あるが，当時は Haward 

Johonson の独占状態であった。

New York 州の首都のある Albany を通過する頃

までは元気一杯であったが，昼食を済ませてから

は満腹状態と高速道路からの眺めも見慣れてしま

い，そこから Buffalo まではまだかまだかと忍の

一字のドライブであった。Motel に到着した時は

既に日没だったから，ナイアガラ滝の見物は翌日

の楽しみにした。

翌日，Motel に併設されている Café での朝食

を素早く済ませて，ナイアガラの滝に向かった。

アメリカ側の滝をまずみて，カナダ側の滝を見た。

轟
ごうおん

音を伴い流れ落ちる水量の多さがど肝を抜い

た。この水は一体どこから来てどこに行くのか！

Canada Ontario 州の山々の雪を源流とし，スペ

リオル湖，ミシガン湖，ヒューロン湖，エリー湖

（1968 年当時。サークルライン観光の船上からみ

たマンハッタンの南端。2001,9,11 のテロで破壊

された World Trade Center（ツイン・タワー）も

いまだ建設されていない。現在はツイン・タワー

の跡地に Freedom Tower と呼ばれる One World 

Trade Center が建っているから，言わば二昔前の

写真になる。）

初秋を迎え暮らしにかなり慣れてきた頃，車で

のナイアガラの滝への旅をした。

今思えばどうしてそんな無理な行程としたの

か，理解に苦しむが，一泊二日であった。

Interstate Hwy（高速道路）を使ってとにかく

走り続ける旅だった。

往路は，Albany, Utica, Syracuse を経てナイア

ガラの滝のある Buffalo に向かったもので，今，

ロードマップでその距離と所要時間を見てみる

と，458 Mile（733 km），9時間となっている。

所要時間は当時の高速道路での最高制限時速

60 Mile（90 km）での計算である。途中での休憩や
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を経て五大湖の最後となるオンタリオ湖に流れ落

ちセント・ローレンス川を東に流れ，Montreal, 

Quebec を経由してはるか大西洋に流れ込む。大自

然の水の還流の現場を垣間見ていたのである。

水の落ちる先ははるか下で，白く渦巻き滔
とうとう

々と

流れて行く。その先に小舟が見える。小舟で水の

落ちる滝口に近づく観光船である。Maid of the 

Mist と名付けられていたその小舟にも乗ってみ

た。滝口に近づくとすごい水滴にみまわれるので

フード付きの黒い雨ガッパを着るのだが，二人に

はそのサイズが大きくて，袖から手は出ないし，

裾は引きずるような状態で，まるでペンギン状態

で，互いに笑いあった記憶がある。落ちる水から

はかなりの距離があったのだが，真上から水が落

ちてくる感じで怖かった。

船から上がり，対岸の Canada 側に建っている

Skylon Tower に上がってみようということで，川

をまたぐ Rainbow Bridge を渡った。橋の中央が

国境線となっていて，渡れば Canada であった。

米国が初めての外国であったから，2 番目に訪れ

ることになった外国である。心が躍ったが，何の

ことは無かった。同じ英語を話し，UD ＄で買い物

をした。Tower からは二つの滝が俯
ふ か ん

瞰された。二

つの滝はエリー湖からオンタリオ湖をつなぐナイ

アガラ川の中の小島である Goat Island で別れて

いるもので同じ川の水の滝であることが確認出来

た。Horseshoe Falls と呼ばれている Canada 側の

滝の馬てい形の中央部から舞い上がるものは飛沫

というより水雲であった。

瀧見物を終え，せっかく Canada に来たのだと

いうことで，Toronto に向かった。オンタリオ湖

の北西を回って約2時間であった。美しい市庁舎，

公園等を見て，「そろそろ帰るか」と家内に言っ

た時は午後 4 時を回っていた。今，先に提示した

ロードマップによると帰宅には所要時間をみてみ

ると 11 時間 29 分かかることになっているが，当

時はそんな想定もしないままに走り始めた。しば

らくはオンタリオ湖を右手に見ながらのドライブ

を楽しんだが，アメリカに戻るオンタリオ湖の東

北の角に来た頃にはすっかり暗闇となっていた。

道なりに誘導されアメリカに入国することになる

のだが，今の日本の速度道路の料金所をちょっと

ばかり立派にしたような建物が入国検査場であっ

た。そこに入る前の看板であったか，入国審査官

の言葉であったか記憶が確かでないが「Welcome 

to New York」を目にしたか聞いたかで，Welcome 

to USA でなかったことから，なんとなく帰って来

たなという気持ちで入国後遅い夕食をとりドライ

ブを続けた。そこからが永かった。Syracuse を過

ぎた頃には 24 時が近かった。その時点で帰宅を

諦めて宿をとればよかったものの，NY に帰ってき

ているではないかという気持ちが続いていた。で，

真夜中のHighwayを走り続けるのだが，眠気が襲っ

てきて目をしばたてながら，前後にほとんど車が

走っていないことをいい事に，車線を区分する白

線をまたいで運転した。Highway Patrol に見つか

れば罰金物だったろうが，夜中の Patrol は少な

かったのだろうか，その気配はなかった。しかし，

襲ってくる眠気には勝てず，Albany 近くの Rest 

Area で仮眠を取らざるを得なかった。

後日，会社で旅の話をした際，「そもそも 1 泊

2日という旅程が無理だ，アメリカの広さがわかっ

ていない」と先輩から叱責された。

家内が来て，1 年が過ぎた頃，69 年 7 月 20 日

にアポロ 11 号による人類初の月面着陸が TV で実

況された。月面に降りたアームストロングが発し

た言葉

That's one small step for a man,one giant leap 

for mankind.

（一人の人間にとっては小さな一歩だが，人類に

とっては大きな飛躍である。）

に，米国人の言葉使いのうまさに家内と共に感激

し心が震えた。米国市民のその大興奮は，LIFE 誌

が特集号を出していることでもわかり，今それを

みるとありありと思い出す。ちなみに，当時の

LIFE 誌の値段は 40 CENT であったが，特集号の値
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段は＄1.50 であった。

ノブレス・オブリージュ（貴族の義務）とい

う言葉があるが，米国ではそれはセレブのチャリ

ティーということになるのだろうか。どういう経

緯で繋がったのか，記憶がないが，家内が，現地

の富裕層の婦人がグループを作り米国に来た外国

人の婦人を対象に現地事情を紹介しながら英会話

を習得させるという交流会のようなものに参加

していた。交流会というものの，one to one の

関係が中心であった。家内の担当となった夫人

は，文化に秀でていて，リンカーン・センターの

バックステージツアーを紹介してくれていたりし

ていたが，夏を前にして，Tanglewood の音楽祭に

行ってみることを勧めてくれた。それは Boston

を本拠地とするボストン交響楽団等が夏の期間，

Massachusetts 州東部の Boston から約 140 マイル

（220km）離れた州西部の小都市 Lenox で開催して

いる言わば避暑地での音楽祭だった。その話を聞

き，地図を広げて確認してみると，遠くではなかっ

た。前年のナイアガラの滝の旅行から判断すれば，

日帰りも可能だったが，今回も 1 泊 2 日の旅を計

画した。今では，その後に小沢征爾が 1973 年か

ら2002年までBoston交響楽団の音楽監督になり，

この音楽祭にもおおいに関わったから，とても有

名になり，NY 観光に出かける日本人向けのバスツ

アー等もネットで検索出来る。

直線距離で行くなら，コネチカット州の西端を

南北に走る Route7 番というローカル道路を行く

のだが，4 時間もあれば到着できそうであったか

ら，往路はチョット遠回りになるがＮＹ州の東部

の Taconic State Parkway を走って北上した。こ

の Parkway というのは，その名が示すように公園

の中の道路のごとく見事な緑に囲まれた高速道路

でトラック等の大型商業車の通行は禁止されてい

たから，ドライブはとても快適であった。

ゆっくり出かけた一日目は現地到着後に音楽祭

の会場周辺を散策し，町の案内所で宿泊先を紹介

してもらった。小さな町で，観光の Peak Season

に対応するほどの Hotel や Motel が常設されてい

るわけでなかったから，音楽祭の開催される時期

だけに客を受け入れる民宿が案内所に多数登録さ

れていた。紹介されて訪れた先は正に普通の民家

で，老夫婦が笑顔で迎えてくれた。夕食はついて

いなかったが，朝食はクロワッサンにサニーサイ

ドアップの卵，オレンジジュース，ミルク，コー

フィーで正にアメリカン・ブレックファーストで

あった。

老夫婦は先に朝食を済ませていて，我ら二人が

食する間，そばのソファーから笑顔を送ってくれ

ていた。彼らとの会話の中で，思い出すのは「あ

なたたち　学生なの？」だ。私も家内も30歳であっ

たのだが，小柄な東洋人は彼らにはそのように見

えたのかもしれない。

当日のコンサートは午後からだったが，午前中

に無料の公開リハーサルがあったので，出かけて

みた。ベートーヴェンの交響曲 7 番を時々止めて

指揮者が何か団員に話していたが，なんとその指

揮者は Eugene Ormandy であった。彼は，当時は

Philadelphia 交響楽団の音楽監督であり，Boston

交響楽団の音楽監督は Erich Leinsdorf であった

から，客演であったのだろう。曲は聴き慣れてい

たから，なんだかホイキタホイでやっているよう

で，親近感を抱いた記憶が残っている。

演奏会場は扇状に広がる野外劇場で要に当た

るはところに屋根のある舞台と椅子席があり放射

状に広がる扇の主要部分は見事な芝生となってい

て，そこでは，持ち込んだワインを飲みオードブ

ルを食しながら，ピクニック椅子から足を投げ出
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したり，寝そべったりしながら演奏を聴くという

ものだった。日本でも最近は野外でのロックコ

ンサートが盛んでそれは興奮と喧
けんそう

騒の中でのコン

サートだと聞くが，それと対比すれば，演目が

クラシックであるということもあるが，のどかで

ゆっくりと時間のながれるものだった。

家内を呼び寄せてからの生活は，１年間の単身

での生活経験だけでは万全の経験を済ませたとは

言えず，色んな事にやはり戸惑うことが多かった。

それを面白がって乗り越えたのは若かったからだ

と思う。大仕事は，初めての出産だった。それま

でに日本で一度流産していたから，異国での出産

は大いに緊張したものだ。今なら飛行機代も安く

なっていて日本から母親に来てもらってというこ

とも多いいようだが，当時は考えられもしないこ

とだった。 妊娠してからの定期健診には初めの

うちは，妻が一人で行っていたが，夫婦揃って来

ているのが 普通のことで，周りからは今で言う

シングマザーかと思われている気配を感じると妻

が漏らした。で，〈そりゃそうだ〉とその後は同

行した。産婦人科医院に男が出かけることなぞ当

時の日本では考えもしなかったから，大いに緊張

したが，予約制で前後の予約者と顔を合わすだけ

で，彼らも夫婦であったから，当初の緊張は言わ

ば一瞬であった。

出産日までに何回行っただろうか，記憶が薄れ

ているが，医院といってもそこは診察だけで，実

際の出産は病院にその医師が出向いて対応すると

いうものであった。

それで，出産だが陣痛を確認したらその旨電話

しろということであったから，家内が痛みを訴え

たので慌てて電話したら「痛みが現れる周期を測

れ」という指示で，その周期が何分であったかは

失念したが，その周期になるまでの間に痛みを訴

える家内とお医者の指示に従わねばという思いと

の間で部屋の中を歩き回ったものだ。

言われていた周期になったと思われドクター

に電話したら，〈では来い〉ということで指定さ

れていた病院に駆け付けたら，病院の入り口から

あっと言う間に家内は車椅子に載せられ，病室で

みぐるみ剝がされ，剝がされた下着を含む衣服の

一切を紙袋に入れたものを渡されて〈自宅で待て〉

と帰された。

自宅で誕生の連絡の電話を待つ間，色んな思い

が駆け巡った。日本で一度流産の経験があり，今

回も妊娠期間中に軽い出血があったから，何かの

障害のある子が生まれたらとの懸念がわいてき

た。英語でそれはどう受け答えするのか。急いで

和英辞典を開いた。〈deformity〉という単語が出

てきた。

ドクターからが電話が来たとき，すかさず聞

いた〈No deformity?〉ドクターは一瞬間をおい

て〈You have a nice boy! と〉答えた。一瞬の間

は，なにを聞かれたのか分からなかったのだろう。

deformity（奇形）なんて言葉を流
りゅうちょう

暢な英会話が

出来ない外国人が使ったからであったとその後に

解釈している。

病院に駆け付けると，家内はベッドでグッタリ

としていた。生まれた子供は新生児室で小さな箱

に入れられていて，それを窓越しに見た。その日

や前日に生まれた新生児の箱がずらりと並んでい

たが，黒い頭髪のあるのは我が子だけであったか

らすぐ分かった。

驚いたのは，出産後の母親たちが華やかなネグ

リジェ姿で窓越しに我が子を見ながら談笑してい

る姿であった。グッタリしているのは家内ぐらい

なもので，米国人の母親は元気なもので，シャワー

を済ませて窓越しに新生児がみられる廊下でのネ

グリジェ姿のファッションショウであった。

生まれた子供の国籍だが，米国は生地主義で，

日本は父母両系血統主義をとるから，二重国籍と

なった。それぞれの届出をどの様にしたのか，全

く記憶していないが，今でも手元に米国での出

生を示す Birth Certificate が残っている。市長

であった John V.Lindsay の署名が左下にある。

Lindsay はその後 1972 年の大統領選に民主党候補

として党の指名争いに名乗りを上げた。ベトナム

戦争に反対する若者たちの激しい動きがあった時

で注目されたが，早い段階で撤退し民主党はマッ

ガーバーンが指名され，共和党の Nixon と争い，

Nixon が再選された大統領選であった。Lindsay

が勝ち残っていたら，記念すべき書類になったの

だが，と思う。

その後の話になるが，3 歳になった息子を連れ

て帰国するとき，息子には米国の Passport も用

意した。で，それから約 6 年後再度 NY に家族で

赴任する際，米国の VISA 取得申請で領事館を訪

ねたら，息子には VISA は出せないと言われて慌

てたが，それは米国籍のある者に VISA を出すと



52 工 業 加 熱

いうことはあり得ないではないかというもので，

なんのことはない，失効していた米国 Passport

の再発行となった。そんなことで，その時の，米

国入国では親は VISA による外国人の入国，息子

は米国人の帰国という扱いであった。

さて，話がそれたが，誕生後のことで，今思い

出すことは，おむつ，夜泣き，離乳食がある。お

むつは今なら紙おむつが完備されているが，当時

はそれが無かったのか，布おむつのレンタルサー

ビスを利用した。週に 2 回位であったかそんな間

隔での集配があり，使用後のおむつは水洗便器の

水流で洗い専用の容器に入れて保管し，次回の集

配で回収されていた。Baby Bed は夫婦のベッド

ルームに置いていたから，夜泣きには閉口した。

なにしろ初めての子育てだから，何故泣くのか

さっぱり分からない。家内は神経衰弱気味になる

し，私は睡眠不足から勤務中に睡魔が襲ってきた

ものだ。離乳食は完備されていて，幼児の成長段

階に合わせて，1 回ごとの使用になるように小さ

な瓶詰で，スーパーマーケットで販売されていた。

幼児の顔写真のあるラベルが貼ってあった Gerber

というその商品名は今でもシッカリ記憶に残って

いる。


